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第
六
条

派
遣
さ
れ
る
者

１

一
方
の
締
約
国
の
法
令
に
基
づ
く
制
度
に
加
入
し
、
か
つ
、
当
該
一
方
の
締
約
国
の
領
域
内
に
事
業
所
を
有
す
る

雇
用
者
に
当
該
領
域
内
で
雇
用
さ
れ
て
い
る
者
が
、
当
該
雇
用
者
の
た
め
に
役
務
を
提
供
す
る
た
め
、
そ
の
被
用
者

と
し
て
の
就
労
の
一
環
と
し
て
当
該
雇
用
者
に
よ
り
他
方
の
締
約
国
の
領
域
に
派
遣
さ
れ
る
場
合
に
は
、
そ
の
就
労

に
関
し
、
当
該
被
用
者
が
な
お
当
該
一
方
の
締
約
国
の
領
域
内
で
就
労
し
て
い
る
も
の
と
み
な
し
て
、
そ
の
派
遣
の

最
初
の
五
年
間
は
当
該
一
方
の
締
約
国
の
法
令
の
み
を
適
用
す
る
。

２

１
に
規
定
す
る
派
遣
が
五
年
を
超
え
て
継
続
さ
れ
る
場
合
に
は
、
両
締
約
国
の
権
限
の
あ
る
当
局
又
は
実
施
機
関

は
、
当
該
派
遣
に
係
る
被
用
者
に
対
し
、
１
に
規
定
す
る
一
方
の
締
約
国
の
法
令
の
み
を
引
き
続
き
適
用
す
る
こ
と

に
つ
い
て
合
意
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
七
条

海
上
航
行
船
舶
又
は
航
空
機
に
お
い
て
就
労
す
る
被
用
者

１

一
方
の
締
約
国
の
旗
を
掲
げ
る
海
上
航
行
船
舶
に
お
い
て
被
用
者
と
し
て
就
労
し
、
か
つ
、
こ
の
協
定
が
な
い
と

し
た
な
ら
ば
両
締
約
国
の
法
令
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
者
に
つ
い
て
は
、
当
該
一
方
の
締
約
国
の
法
令
の
み
を

適
用
す
る
。
こ
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
者
が
他
方
の
締
約
国
の
領
域
内
に
通
常
居
住
す
る
場
合
に
は
、
当
該

者
に
つ
い
て
は
、
当
該
他
方
の
締
約
国
の
法
令
の
み
を
適
用
す
る
。

２

国
際
運
輸
に
従
事
す
る
航
空
機
に
お
い
て
被
用
者
と
し
て
就
労
し
、
か
つ
、
こ
の
協
定
が
な
い
と
し
た
な
ら
ば
両

締
約
国
の
法
令
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
者
に
つ
い
て
は
、
そ
の
就
労
に
関
し
、
当
該
者
の
雇
用
者
の
所
在
す
る

締
約
国
の
法
令
の
み
を
適
用
す
る
。

第
八
条

外
交
使
節
団
及
び
領
事
機
関
の
構
成
員
並
び
に
公
務
員

１

こ
の
協
定
の
い
か
な
る
規
定
も
、
千
九
百
六
十
一
年
四
月
十
八
日
の
外
交
関
係
に
関
す
る
ウ
ィ
ー
ン
条
約
又
は
千

九
百
六
十
三
年
四
月
二
十
四
日
の
領
事
関
係
に
関
す
る
ウ
ィ
ー
ン
条
約
の
規
定
に
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
は
な
い
。

２

一
方
の
締
約
国
の
公
務
員
又
は
当
該
一
方
の
締
約
国
の
法
令
に
お
い
て
公
務
員
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
る
者
が
他
方

の
締
約
国
の
領
域
内
で
就
労
す
る
た
め
に
派
遣
さ
れ
る
場
合
に
は
、
そ
の
者
に
つ
い
て
は
、
当
該
一
方
の
締
約
国
の

領
域
内
で
就
労
し
て
い
る
も
の
と
み
な
し
て
当
該
一
方
の
締
約
国
の
法
令
の
み
を
適
用
す
る
。

第
九
条

例
外

両
締
約
国
の
権
限
の
あ
る
当
局
又
は
実
施
機
関
は
、
特
定
の
者
又
は
特
定
の
範
囲
の
者
の
利
益
の
た
め
、
こ
れ
ら
の

特
定
の
者
又
は
特
定
の
範
囲
の
者
に
い
ず
れ
か
一
方
の
締
約
国
の
法
令
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
を
条
件
と
し
て
、
第
五
条

か
ら
前
条
ま
で
の
規
定
の
例
外
を
認
め
る
こ
と
に
つ
い
て
合
意
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
十
条

配
偶
者
及
び
子

日
本
国
の
領
域
内
で
就
労
す
る
者
で
あ
っ
て
、
第
六
条
、
第
八
条
２
又
は
前
条
の
規
定
に
よ
り
中
華
人
民
共
和
国
の

法
令
の
み
の
適
用
を
受
け
る
も
の
に
同
行
す
る
配
偶
者
又
は
子
に
つ
い
て
は
、
社
会
保
障
に
関
す
る
協
定
の
実
施
に
関

す
る
日
本
国
の
法
令
に
定
め
る
要
件
を
満
た
す
こ
と
を
条
件
と
し
て
、
第
二
条
１
⒝

に
規
定
す
る
日
本
国
の
年
金
制

度
に
関
す
る
日
本
国
の
法
令
の
適
用
を
免
除
す
る
。
た
だ
し
、当
該
配
偶
者
又
は
子
が
別
段
の
申
出
を
行
う
場
合
に
は
、

こ
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

第
十
一
条

強
制
加
入

第
五
条
か
ら
第
七
条
ま
で
、
第
八
条
２
及
び
前
条
の
規
定
は
、
各
締
約
国
の
法
令
に
お
け
る
強
制
加
入
に
つ
い
て
の

み
適
用
す
る
。

第
三
部

雑
則

第
十
二
条

実
施
の
た
め
の
協
力

１

両
締
約
国
の
権
限
の
あ
る
当
局
は
、

⒜

こ
の
協
定
の
実
施
の
た
め
に
必
要
な
措
置
を
規
定
す
る
行
政
上
の
取
決
め
を
共
同
し
て
作
成
す
る
。

⒝

こ
の
協
定
の
実
施
の
た
め
に
連
絡
機
関
を
指
定
す
る
。

⒞

自
国
の
法
令
の
変
更
（
こ
の
協
定
の
実
施
に
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
に
限
る
。）に
関
す
る
全
て
の
情
報
を
で
き
る

限
り
速
や
か
に
相
互
に
通
報
す
る
。

２

両
締
約
国
の
権
限
の
あ
る
当
局
及
び
実
施
機
関
は
、
書
面
に
よ
る
要
請
に
基
づ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
権
限
の
範
囲
内

で
、
こ
の
協
定
の
実
施
の
た
め
に
無
償
で
情
報
及
び
援
助
を
提
供
す
る
。

第
十
三
条

証
明
書
の
発
給

一
方
の
締
約
国
の
実
施
機
関
又
は
前
条
１
⒝
の
規
定
に
従
い
当
該
一
方
の
締
約
国
の
権
限
の
あ
る
当
局
に
よ
っ
て
指

定
さ
れ
た
連
絡
機
関
は
、
申
請
に
基
づ
き
、
被
用
者
が
当
該
一
方
の
締
約
国
の
法
令
の
適
用
を
受
け
て
い
る
こ
と
を
記

載
し
た
証
明
書
を
発
給
す
る
。

第
十
四
条

使
用
言
語
及
び
認
証

１

こ
の
協
定
の
実
施
に
際
し
、
両
締
約
国
の
権
限
の
あ
る
当
局
及
び
実
施
機
関
は
、
相
互
に
、
又
は
関
係
者
に
対
し

て
、
日
本
語
、
中
国
語
又
は
英
語
に
よ
り
、
直
接
に
連
絡
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

こ
の
協
定
の
実
施
に
際
し
、
一
方
の
締
約
国
の
権
限
の
あ
る
当
局
及
び
実
施
機
関
は
、
日
本
語
、
中
国
語
又
は
英

語
で
作
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
申
請
書
そ
の
他
の
文
書
の
受
理
を
拒
否
し
て
は
な
ら
な
い
。

３

こ
の
協
定
の
実
施
に
当
た
っ
て
提
出
す
べ
き
文
書
（
特
に
証
明
書
）
に
つ
い
て
は
、
認
証
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る

手
続
を
要
し
な
い
。

第
十
五
条

情
報
の
秘
密
性

１

一
方
の
締
約
国
の
権
限
の
あ
る
当
局
又
は
実
施
機
関
は
、
当
該
一
方
の
締
約
国
の
法
令
の
下
で
収
集
さ
れ
た
個
人

に
関
す
る
情
報
（
こ
の
協
定
の
実
施
の
た
め
に
必
要
な
も
の
に
限
る
。）を
当
該
一
方
の
締
約
国
の
法
律
及
び
規
則
に

従
っ
て
他
方
の
締
約
国
の
権
限
の
あ
る
当
局
又
は
実
施
機
関
に
伝
達
す
る
。

２

１
の
規
定
に
従
っ
て
一
方
の
締
約
国
に
よ
り
他
方
の
締
約
国
に
伝
達
さ
れ
る
個
人
に
関
す
る
情
報
は
、
当
該
他
方

の
締
約
国
の
法
律
及
び
規
則
に
よ
り
必
要
と
さ
れ
な
い
限
り
、
こ
の
協
定
を
実
施
す
る
目
的
の
た
め
に
の
み
使
用
す

る
。
当
該
他
方
の
締
約
国
が
受
領
す
る
こ
れ
ら
の
情
報
は
、
個
人
に
関
す
る
情
報
の
秘
密
の
保
護
の
た
め
の
当
該
他

方
の
締
約
国
の
法
律
及
び
規
則
に
よ
り
規
律
さ
れ
る
。

第
十
六
条

紛
争
の
解
決

こ
の
協
定
の
解
釈
又
は
適
用
に
関
す
る
紛
争
は
、
両
締
約
国
の
権
限
の
あ
る
当
局
間
又
は
関
係
当
局
間
の
協
議
に
よ

り
解
決
す
る
。

第
十
七
条

見
出
し

こ
の
協
定
中
の
部
及
び
条
の
見
出
し
は
、
引
用
上
の
便
宜
の
た
め
に
の
み
付
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
協
定
の

解
釈
に
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
は
な
い
。

第
四
部

経
過
規
定
及
び
最
終
規
定

第
十
八
条

効
力
発
生
前
の
派
遣

第
六
条
１
の
規
定
の
適
用
に
当
た
っ
て
は
、
こ
の
協
定
の
効
力
発
生
前
か
ら
一
方
の
締
約
国
の
領
域
内
で
就
労
し
て

い
た
者
に
つ
い
て
は
、
同
条
１
に
規
定
す
る
派
遣
の
期
間
は
、
こ
の
協
定
の
効
力
発
生
の
日
に
開
始
し
た
も
の
と
み
な

す
。

第
十
九
条

効
力
発
生

両
締
約
国
は
、
こ
の
協
定
の
効
力
発
生
の
た
め
に
必
要
な
国
内
法
上
の
手
続
の
完
了
を
通
知
す
る
外
交
上
の
公
文
を

交
換
す
る
。
こ
の
協
定
は
、
当
該
公
文
を
交
換
し
た
月
の
後
四
箇
月
目
の
月
の
初
日
に
効
力
を
生
ず
る
。

第
二
十
条

有
効
期
間
及
び
終
了

こ
の
協
定
は
、
無
期
限
に
効
力
を
有
す
る
。
い
ず
れ
の
締
約
国
も
、
外
交
上
の
経
路
を
通
じ
て
他
方
の
締
約
国
に
対

し
書
面
に
よ
り
こ
の
協
定
の
終
了
の
通
告
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
は
、
こ
の
協
定
は
、
終
了
の
通
告
が

行
わ
れ
た
月
の
後
十
二
箇
月
目
の
月
の
末
日
ま
で
効
力
を
有
す
る
。

以
上
の
証
拠
と
し
て
、
下
名
は
、
各
自
の
政
府
か
ら
正
当
に
委
任
を
受
け
て
こ
の
協
定
に
署
名
し
た
。

二
千
十
八
年
五
月
九
日
に
東
京
で
、
ひ
と
し
く
正
文
で
あ
る
日
本
語
、
中
国
語
及
び
英
語
に
よ
り
本
書
二
通
を
作
成

し
た
。
解
釈
に
相
違
が
あ
る
場
合
に
は
、
英
語
の
本
文
に
よ
る
。

日
本
国
政
府
の
た
め
に

河
野
太
郎

中
華
人
民
共
和
国
政
府
の
た
め
に

王
毅

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

総
務
大
臣

石
田

真
敏

外
務
大
臣

河
野

太
郎

財
務
大
臣

麻
生

太
郎

文
部
科
学
大
臣

柴
山

昌
彦

厚
生
労
働
大
臣

根
本

匠


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